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先人が後生に残してくれた
「はじめに砂防ありき」という碑文。

固い石に刻まれた、
この言葉を誇りとし、
砂防という技術をもって、

これからも、地域社会の発展に貢献します。
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源太郎砂防堰堤

平川流路工

アウトドアを楽しむ外国人観光客平川シャワーウォーキング

夏期の白馬47スキー場の様子

元白馬村村長のことば「はじめに砂防ありき」の碑文
(平川、源太郎砂防堰堤直下)

砂防事業が進捗すると、地域住民が安全に暮らせ、人口増加につながります。
また、観光客が安心して訪問することが可能になり、経済効果や文化交流も期待できます。

姫川水系直轄砂防事業による
平川・松川流域での事業効果

昭和３４年 平川・松川氾濫

MAP

直轄砂防事業は、スキー場を始めとした大自然を
利活用する様々な観光資源についての安全性を高め、
国内外を問わない観光客の増加に貢献してきました。

明治44（1911）年から昭和34(1959)年の
間に於ける土砂流出・洪水流路の範囲
「松本砂防管内とその周辺土砂災害(平成15年)」より

一般観光旅行者数の推移 白馬村における外国人宿泊者数の推移

はじめに砂防ありき 安心して大自然を満喫！


